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＜研究目的＞ イタリアにおいて行われた精神科病院解体から地域医療を中心の精神保健センターへ
の転換により、病院解体以前と以後のコストがどのように変化したかを算出し、そのコストのデータを
基に日本の現在の精神医療のコストとの比較することを目的とした。 
＜研究方法＞ 研究方法として、シンポジウム、インタビュー等からイタリアと日本の精神科医療費の
コストを調査予定であった。しかし、筆者自身が 2013年 10月にイタリアのトリエステにおいて精神科
医療・福祉を視察の機会を得たことから、シンポジウム開催、個別インタビューは行わず、映画会のみ
の開催とした。研究方法として、①イタリア視察での研究内容報告、②映画会におけるイタリアの精神
医療の関心度に関するアンケートの２つを今回の共同研究の主眼とした。 
＜研究結果＞  
①イタリア視察…日本の精神保健福祉関係費は約 1兆 9,500億円で、そのうち、精神科病院の入院費と
地域医療・精神保健福祉サービスの割合は、75:25である。一方イタリアでの割合は 6:94である。視察
したトリエステでは、精神科病院中心から精神保健福祉サービス中心への転換で年額約 2,800万ユーロ
（日本円換算：約 39億 4,800万円）から約 1,500万ユーロ（約 21億 1,500万円）に削減していた。ま
た多くの精神障がい者が労働市場にコミットし納税者となることで、結果的に精神保健福祉コストを軽
減する成果を出していた。 
②映画会…イタリアの精神科医療の歴史を概観した内容で、イタリア国営放送で高視聴率を記録した映
画「昔 Mattoの町があった」の上映会において、イタリアの精神科医療への関心度を計るアンケートを
映画会前と映画会後に行った。アンケート回答者は 47名、男性 27.7％、女性 72.3％で女性の参加が多
かった。属性として、精神保健福祉関係職員が 42％、精神保健福祉関係行政職員 12.7％、精神障がい
者の家族 10.7％の順となった。なおアンケートは映画会上映前と上映後に実施し、主要な質問は 5件法
を用いた。映画会の事前と事後でのイタリアの精神医療に対しての関心度の変化がうかがえた。 
 
＜考察＞ イタリアのトリエステ視察では、質の高い精神保健福祉サービスが提供されていた。日本の
精神科医療と比して大幅にコスト削減が行われていた。映画「むかし Mattoの町があった」も、イタリ
アの精神保健福祉サービスの歴史的経過を概観できる内容であることから、アンケートの自由記述では、
イタリアのように日本でも精神科病床を減らすことや「今後もイタリアに関する知見を深めたい」とい
った記述が見られた。アンケートの関心度の反応も鑑み、今後も、当事者、ご家族、精神保健福祉専門
職と共にイタリアの精神医療の研究を継続していきたい。 
選択肢 事前 事後 選択肢 事前 事後
とても関心がある 14.9% 53.2% 必要がある 74.5% 85.1%
関心がある 48.9% 44.7% 必要はない 0.0% 0.0%
どちらでもない 17.0% 2.1% わからない 25.5% 14.9%
あまり関心がない 10.6% 0.0%
関心がない 8.6% 0.0%
表2　精神科病床を減らし、地域移行を進め
る必要性を問う設問　　（n=47)
表1　イタリアの精神科医療への関心度への設
問　（n=47 )
